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皆
様
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。
例
年
こ
の

時
期
は
西
大
寺
会
陽
を
経

て
、
新
年
度
定
期
総
会
の

準
備
を
進
め
、
春
を
迎
え
よ
う
と
す
る
時

期
で
あ
り
ま
す
。

岡
山
歴
研
は
今
年
五
年
目
を
迎
え
、
会

員
数
は
県
下
全
体
で
二
六
〇
名
を
超
え
る

ま
で
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
六
月
に
開
始
さ
れ
た
歴
研
サ
ロ
ン

や
ブ
ッ
ク
サ
ロ
ン
の
活
動
も
さ
ら
に
充
実

し
て
き
て
お
り
ま
す
。

四
月
の
新
年
度
定
期
総
会
で
は
、
現
在

放
送
中
の
「
軍
師
官
兵
衛
」
に
ち
な
み
黒

田
官
兵
衛
に
焦
点
を
あ
て
、
姫
路
か
ら
講

師
を
お
招
き
し
、
基
調
講
演
と
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
予
定
。
姫
路
の
ド

ラ
マ
化
運
動
を
参
考
に
、
岡
山
の
山
田
方

谷
ド
ラ
マ
化
の
運
動
を
粘
り
強
く
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
新
年
度
は
兵
庫
県
に
足
を
延
ば

し
、
官
兵
衛
の
足
跡
を
た
ど
る
探
訪
会
を

は
じ
め
、
県
下
の
歴
史
関
連
団
体
の
第
二

次
調
査
つ
い
て
福
武
教
育
文
化
振
興
財
団

の
助
成
を
お
願
い
し
て
仕
上
げ
る
予
定
で

す
。
新
年
度
も
引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
理

解
、
ご
協
力
、
ご
尽
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。（
会
長
天
野
勝
昭
）
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今
年
の
定
期
総
会
の
基
調
講
演
＆

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
に
あ
や
か
り
、
黒
田

官
兵
衛
を
取
り
上
げ
る
。

講
師
は
黒
田
美
江
子
氏
で
、
官
兵

衛
の
血
縁
で
は
な
い
が
、
官
兵
衛
が

好
き
で
、
大
河
ド
ラ
マ
化
の
運
動
を

長
年
し
て
き
た
姫
路
在
住
の
歴
史
研

究
家
で
あ
る
。
岡
山
で
の
講
演
は
こ

れ
ま
で
何
度
も
あ
り
、
聞
か
れ
た
方

も
も
う
一
度
。

黒
田
家
の
出
身
は
ど
こ
か
？

こ
れ
ま
で
、
黒
田
家
出
自
の
定
説

は
滋
賀
県
長
浜
市
と
さ
れ
て
い
た

が
、
黒
田
氏
は
、
福
岡
県
に
あ
る
古

文
書
「
播
磨
古
事
」
や
西
脇
市
黒
田

基
調
講
演
＆
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

会
員
募
集
中

年
会
費  

二
千
円

十
月
以
降
入
会  

千
円

▲祝賀会で野島透氏が挨拶
“山田方谷をＮＨＫ大河ドラマに ”

軍
師  
黒
田
官
兵
衛

庄
町
黒
田
の
荘
厳
寺
に
伝
わ
る
系
図

な
ど
か
ら
、
黒
田
家
の
出
身
は
西
脇

市
黒
田
庄
町
を
主
張
さ
れ
る
。
そ
し

て
備
前
福
岡
に
も
深
く
関
わ
る
か
も

し
れ
な
い
と
も
い
わ
れ
る
。

岡
山
出
身
で﹃
武
士
の
家
計
簿「
加

賀
藩
御
算
用
者
」
の
幕
末
維
新
』
の

著
者
、
磯
田
道
史
氏
は
、
読
売
新
聞

一
月
二
九
日
号
「
古
今
お
ち
こ
ち
」

欄
で
「
黒
田
家
、
播
磨
か
ら
流
浪
か

　

播
磨
出
身
↓
備
前
福
岡
居
住
経
験

あ
り
↓
姫
路
移
住
」
と
い
う
説
を
発

表
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
パ

ネ
ラ
ー
四
名
が
多
彩
な
切
り
口
で
話

さ
れ
る
。
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

平成 26年度定期総会のご案内
●総会 13 時～ ●基調講演 13 時 45 分～
●パネルディスカッション 15 時 30 分～

参加費 500 円（資料代）
定期総会

平成 25 年度の事業報告、決算報告並びに、新
年度の事業計画、予算（案）審議、役員改選

NHK大河ドラマ「軍師官兵衛」
に学ぶ　（山陽新聞社後援）

基調講演「軍師黒田官兵衛」
講師　黒田美江子氏（歴史研究家、姫路市在住）

パネルディスカッション
「大河ドラマ軍師官兵衛から」
コーディネーター

山崎泰二氏　　岡山歴史研究会副会長
パネラー

竹本弘子氏　　徳島歴史研究会副会長
荒木村重研究家

清水　男氏　　清水宗治の兄の宗知 16 代目
総社商工会議所会頭

松尾昭男氏　　備前福岡史跡保存会理事
黒田美江子氏　黒田官兵衛研究家

日
時 

4
月
29
日
（
日祝
）
付受

12
時
30
分

場
所 

山
陽
新
聞
さ
ん
太
ホ
ー
ル

定
期
総
会
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『
吉
備
邪
馬
台
国
東

遷
説
』
執
筆
の
経
緯

■
ロ
ビ
イ
ス
ト

私
は
名
刺
の
裏
に
「
ロ
ビ
イ
ス
ト
」
と

記
入
し
て
い
る
日
本
唯
一
の
存
在
ら
し

い
。
ア
メ
リ
カ
で
は
大
統
領
が
変
わ
る
た

び
に
、
政
府
の
官
僚
も
総
入
れ
替
え
と
な

り
、
大
学
や
研
究
所
、
企
業
、
マ
ス
コ
ミ

に
再
就
職
し
て
い
く
が
、
自
営
で
ロ
ビ
イ

ス
ト
に
な
る
場
合
も
多
く
、
数
万
人
い
る

と
い
わ
れ
る
。
落
選
し
た
政
治
家
が
ロ
ビ

イ
ス
ト
を
名
乗
る
場
合
も
あ
り
、
一
応
ロ

ビ
イ
ス
ト
の
登
録
も
必
要
ら
し
い
。
ロ

ビ
イ
ス
ト
の
名
前
の
由
来
は
ホ
テ
ル
の
ロ

ビ
ー
か
ら
き
て
お
り
、
政
治
の
裏
舞
台
で

活
躍
す
る
政
治
家
と
も
い
え
よ
う
。

一
方
日
本
で
は
ロ
ビ
イ
ス
ト
は
実
質
的

に
は
存
在
す
る
が
、
ロ
ビ
イ
ス
ト
が
特
定

業
界
の
代
弁
す
る
事
が
多
い
の
で
、
ブ

ロ
ー
カ
ー
と
見
ら
れ
て
し
ま
い
、
陰
謀
め

い
て
く
る
の
で
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
な

い
。ブ

ロ
ー
カ
ー
は
お
金
の
為
な
ら
だ
れ
の

い
う
事
も
聞
く
が
、
ロ
ビ
イ
ス
ト
は
自
分

の
主
義
主
張
を
元
に
政
治
に
関
わ
っ
て
い

く
。
だ
か
ら
私
の
よ
う
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
代

表
も
ロ
ビ
ー
活
動
を
す
る
の
で
あ
る
。

■
Ｌ
Ｒ
Ｔ
推
進
ロ
ビ
ー
活
動

Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｄ
Ａ
を
設
立
し
て
２
年
後
の

１
９
９
７
年
、
フ
ラ
ン
ス
の
ス
ト
ラ
ス

ブ
ー
ル
市
で
Ｌ
Ｒ
Ｔ
（
新
路
面
電
車
シ
ス

テ
ム
）
視
察
を
し
た
時
、
副
市
長
か
ら
Ｌ

Ｒ
Ｔ
成
功
を
可
能
に
し
た
の
は
、

１
．
交
通
基
本
法
の
成
立

２
．
公
共
交
通
財
源
の
確
保

３
．
地
方
分
権
の
徹
底 

の
三
条
件
が
必
要
と
教
え
ら
れ
た
。
以
後

全
国
を
講
演
し
て
「
交
通
ま
ち
づ
く
り
」

の
仲
間
を
増
や
し
て
１
０
０
団
体
と
な
り
、

国
会
に
Ｌ
Ｒ
Ｔ
推
進
議
連
を
作
る
仕
掛
け

も
し
た
。
毎
月
国
土
交
通
省
な
ど
に
出
か

け
て
政
策
議
論
を
し
、
一
方
で
は
各
地
の

鉄
道
再
建
支
援
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、

岡
山
に
は
水
戸
岡
デ
ザ
イ
ン
の
低
床
路
面

電
車
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
が
導
入
さ
れ
、
富
山
ラ
イ

ト
レ
ー
ル
が
開
業
し
、
和
歌
山
電
鉄
の
タ

マ
駅
長
が
有
名
に
な
っ
た
。

昨
年
末
に
は
「
交
通
政
策
基
本
法
」
が

成
立
、
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
導
入
時
の
国
交
省
課
長

が
岡
山
市
長
に
な
り
、
１
８
年
来
の
懸
案

の
路
面
電
車
延
伸
や
吉
備
線
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
が

具
体
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
実
は
「
吉

備
邪
馬
台
国
東
遷
説
」
は
、
吉
備
線
Ｌ
Ｒ

Ｔ
化
時
の
地
域
活
性
化
策
と
し
て
、
こ
れ

ま
た
仕
掛
け
た
花
火
の
一
本
な
の
で
あ

る
。■

私
の
政
治
信
条

そ
も
そ
も
私
は
岡
山
朝
日
高
校
の
政
治

経
済
部
に
い
て
、
先
輩
に
は
江
田
五
月
氏

や
奥
平
純
三
、
後
輩
に
は
ア
フ
ガ
ン
で
地

雷
を
踏
ん
で
死
ん
だ
カ
メ
ラ
マ
ン
南
條
直

子
が
い
る
。
高
校
時
代
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

の
最
中
で
あ
り
、「
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
」

に
私
自
身
も
猛
反
発
。
だ
が
い
わ
ゆ
る
学

生
運
動
に
入
ら
な
か
っ
た
の
は
、
政
治
理

念
だ
け
の
社
会
主
義
運
動
に
も
限
界
が
あ

る
と
考
え
て
い
た
。
私
自
身
が
経
営
者
一

族
だ
か
ら
、
お
金
の
威
力
も
知
っ
て
い
た

し
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
や
大
原
孫
三
郎
の

よ
う
な
旦
那
衆
に
よ
る
社
会
貢
献
に
も
一

目
置
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

大
学
時
代
に
は
学
生
自
治
会
の
役
員
を

や
っ
た
が
、
私
以
外
は
全
員
共
産
党
系
民

青
で
、
ノ
ン
ポ
リ
保
守
系
リ
ベ
ラ
ル
を
掲

げ
る
の
は
私
だ
け
だ
っ
た
。

実
は
私
が
大
学
１
年
か
ら
吉
備
古
代
史

の
勉
強
を
始
め
た
の
も
、
あ
の
太
平
洋
戦

争
に
天
皇
制
が
利
用
さ
れ
た
反
省
と
し

て
、
天
皇
制
そ
の
も
の
の
本
質
、
な
ぜ
天

皇
制
が
日
本
社
会
に
必
要
と
さ
れ
た
か
を

解
明
し
よ
う
と
し
た
か
ら
で
、
天
皇
制
に

は
批
判
的
な
立
場
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
テ

レ
ビ
の
「
皇
室
ア
ル
バ
ム
」
を
見
る
の
は

大
好
き
だ
っ
た
。
今
で
も
神
話
や
高
天
原

実
在
説
に
は
本
能
的
に
拒
絶
反
応
が
あ

る
。
さ
は
さ
り
な
が
ら
日
本
書
紀
の
神
武

以
降
は
史
実
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
神
武
東
征
の
実
態
を
想
像
し

て
み
た
わ
け
で
あ
る
。

■
一
次
情
報
と
し
て
の
考
古
学

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

公
共
の
交
通
ラ
ク
ダ 

会
長　

岡 

將
男（
会
員
） 

岡 

將
男
著
『
吉
備
邪
馬
台
国
東
遷
説
』
表
紙

重
文
色
々
威
甲
冑
（
写
真
提
供
岡
山
県
立
博
物
館
）
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邪
馬
台
国
を
語
る
魏
志
倭
人
伝
は
魏
書

３
６
万
字
（
南
朝
宋
の
裴
松
之
の
魏
書
注

釈
は
３
６
万
字
）
の
ご
く
一
部
の
二
千
字

に
す
ぎ
な
い
が
、
邪
馬
台
国
の
ほ
ぼ
同
時

代
史
と
し
て
の
価
値
は
大
き
い
。
け
れ
ど

も
魏
志
倭
人
伝
に
語
ら
れ
る
邪
馬
台
国
情

報
は
所
詮
、
魏
書
編
纂
者
の
陳
寿
自
身
の

経
験
で
な
く
、
記
録
や
伝
聞
の
二
次
情
報

に
過
ぎ
な
い
し
、
魏
を
乗
っ
取
っ
た
晋
の

意
向
を
無
視
し
た
著
述
は
で
き
な
か
っ

た
。
歴
史
書
は
す
べ
て
政
治
的
配
慮
の
産

物
だ
か
ら
二
次
情
報
以
下
の
取
捨
選
択
さ

れ
た
情
報
と
い
え
よ
う
。

も
ち
ろ
ん
我
が
日
本
の
記
紀
も
二
次
情

報
以
下
の
も
の
だ
し
、
編
纂
さ
れ
た
の
は

邪
馬
台
国
時
代
か
ら
五
百
年
後
で
あ
る
。

神
社
の
縁
起
な
ど
は
記
紀
の
影
響
を
受
け

て
、
後
の
政
治
的
事
情
か
ら
再
三
改
変
さ

れ
た
三
次
情
報
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
記
紀
の
神
話
部
分
は
、
記
紀

編
纂
者
が
わ
ざ
わ
ざ
史
実
と
し
て
で
な
く

神
話
と
し
て
書
い
た
の
だ
か
ら
、
さ
ら
に

注
意
を
要
す
る
。
結
局
神
話
の
部
分
を
ど

う
使
い
ま
わ
そ
う
と
も
、
史
実
を
証
明
す

る
こ
と
は
絶
対
に
で
き
な
い
と
い
う
の
が

私
の
立
場
で
あ
る
。

一
方
考
古
学
の
成
果
と
い
う
も
の
は
、

い
わ
ば
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
と
し
て
凍
結
さ

れ
て
い
た
一
次
情
報
で
あ
っ
て
、
丹
念
に

検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
当
時
の
社
会
を

浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ

し
歴
史
の
社
会
構
造
的
部
分
は
か
な
り
解

明
で
き
る
も
の
の
、
政
治
史
的
な
部
分
の

詳
細
を
知
る
こ
と
は
至
難
の
業
だ
。

私
は
大
学
時
代
に
考
古
学
講
義
を
三
講

座
受
け
て
単
位
も
取
得
し
た
が
、
当
時
は

考
古
学
で
は
と
て
も
食
う
こ
と
の
で
き
な

い
時
代
だ
っ
た
。
当
時
の
岡
山
の
発
掘
調

査
報
告
書
は
か
な
り
手
に
入
れ
て
読
ん

明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
年
）
正
岡

を
連
載
し
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
切
り
抜

き
と
収
集
し
た
二
百
数
十
首
を
病
床
の
子

規
に
届
け
た
の
が
岡
山
市
出
身
の
俳
人
・

歌
人
、ま
だ
大
学
生
の
赤
木
格
堂
で
あ
る
。

平
賀
元
義
は
一
八
〇
〇
年
（
寛
政
一
二

年
）
故
あ
っ
て
、
母
の
実
家
、
倉
敷
市
玉

島
陶
に
生
ま
れ
た
。
父
は
岡
山
藩
藩
士
、

そ
の
嫡
男
で
あ
る
。
生
後
間
も
な
く
岡
山

へ
移
り
、
祖
母
に
養
育
さ
れ
た
。

生
い
立
ち

四
歳　

小
倉
百
人
一
首
を
暗
誦

五
歳　

弟
、
源
五
郎
出
生

六
歳　

仮
名
全
部
を
記
憶

子
規
が
、新
聞
「
日
本
」
の
﹃
墨
汁
一
滴
』

に
「
万
葉
の
真
価
を
認
め
て
万
葉
調
の
歌

を
世
に
残
し
た
る
も
の
実
に
備
前
の
歌
人

平
賀
元
義
の
み
」
と
紹
介
し
、
全
国
に
名

を
馳
せ
た
の
が
平
賀
元
義
で
あ
る
。

始
ま
り
は
岡
山
尋
常
中
学（
後
の
一
中
）

に
赴
任
し
た
羽
生
永
明
が
元
義
の
歌
に
出

合
い
、
研
究
し
、
山
陽
新
報
（
後
の
山
陽

新
聞
）
に
「
恋
の
平
賀
元
義
」
な
る
記
事

一
七
歳　

元
服

一
八
歳　

初
め
て
歌
会
に
出
る

一
九
歳　

岡
山
藩
藩
士
の
娘
を
娶
る

二
〇
歳　

離
婚

二
一
歳　

病
身
を
理
由
に
退
身
、
父
の
厄

介
人
、
弟
が
嫡
子
と
な
る

二
六
歳　

弟
が
跡
目
を
相
続
、
祖
母
方
の

興
津
家
の
厄
介
人
と
な
り
、
興
津
新

吉
と
名
乗
る

二
八
歳　

岡
山
藩
藩
士
・
犬
丸
松
次
と
の

養
子
縁
組
を
結
び
、
犬
丸
新
吉
と
名

乗
る
。
こ
の
年
十
月
、
父
が
逝
去

三
三
歳　

犬
丸
家
を
離
縁
さ
れ
、
興
津
家

だ
。
だ
が
そ
の
後
は
数
百
冊
の
古
代
史
関

係
本
を
読
ん
だ
と
は
い
え
、
一
次
資
料
と

し
て
の
発
掘
調
査
報
告
書
で
な
く
、
二
次

資
料
と
し
て
の
書
籍
類
を
読
ん
だ
に
す
ぎ

な
い
。
だ
か
ら
今
回
の
執
筆
で
、
考
古
学

の
柳
瀬
昭
彦
さ
ん
に
原
稿
の
初
稿
段
階
か

ら
読
ん
で
い
た
だ
き
、
色
々
ご
指
導
い
た

だ
い
た
の
は
幸
運
で
あ
っ
た
。

現
段
階
で
の
提
案
「
吉
備
邪
馬
台
国
東

遷
説
」
が
、
日
本
国
家
の
生
い
立
ち
を
語

る
糸
口
や
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
考
え
る

契
機
に
な
っ
て
欲
し
い
と
い
う
の
が
、
ロ

ビ
イ
ス
ト
と
し
て
の
私
の
願
い
だ
。

岡
山
県
俳
人
協
会 

副
会
長　

赤
木
ふ
み
を

万
葉
調
歌
人 

平
賀
元
義

平
賀
元
義
肖
像
画　
小
森
成
彦
蔵
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の
厄
介
人
に
戻
る

母
の
恩
愛
を
知
ら
ず
に
育
っ
た
こ
と
、

一
年
で
の
離
婚
、
そ
し
て
父
の
急
逝
は
心

に
大
き
く
影
を
落
と
す
。
こ
こ
か
ら
波
乱

の
人
生
が
始
ま
る
。

漂
泊
の
日
々

三
十
三
歳
の
時
、
弟
が
池
田
家
中
老
の

命
を
拒
み
、
蟄
居
。
元
義
も
「
他
所
住
所

願
い
」
を
出
し
て
脱
藩
す
る
。
こ
れ
を
機

に
平
賀
左
衛
門
太
郎
源
元
義
と
名
乗
る
。

そ
し
て
二
年
後
、吉
備
津
彦
神
社
社
務
・

大
守
隆
侚
の
賓
客
と
し
て
招
か
れ
、
約

一
〇
年
滞
在
。
大
守
の
子
息
、
隆
公
は
当

時
一
七
歳
。
元
義
は
家
庭
教
師
役
で
あ
っ

た
ろ
う
。「
あ
た
ら
こ
の
成
親
が
ご
と
よ

き
臣
を
有
木
の
山
の
埋
も
れ
木
に
し
て
」

の
歌
碑
が
福
田
海
の
鼻
ぐ
り
塚
に
現
存
す

る
。四

五
歳
の
時
、吉
備
津
彦
神
社
を
離
れ
、

漂
泊
の
人
生
を
続
け
る
。

四
九
歳
の
時
、
備
前
・
石
淵
鴨
部
神
社

の
神
主
、
長
浜
豊
三
郎
の
次
女
富
子
を
娶

る
。
男
子
二
人
が
誕
生
。

五
八
歳
の
時
、
門
人
・
矢
吹
林
太
郎
等

の
支
援
に
よ
り
、現
、美
咲
町
飯
岡
に
「
楯

之
舎
塾
」
を
創
設
。
周
辺
の
神
主
や
門
人

に
歌
や
古
学
を
指
導
し
た
。
楯
之
舎
塾
は

約
二
年
で
閉
鎖
。

終
焉

六
四
歳
、
一
八
六
三
年
、
藩
主
・
池
田

茂
政
に
よ
る
「
室
入
住
居
御
免
」
の
沙
汰

が
出
さ
れ
、
岡
山
に
戻
る
。

六
六
歳
、
藩
主
の
内
命
に
よ
る
「
先
祖

書
（
児
島
高
徳
・
和
気
清
麻
呂
の
調
査
）

が
評
価
を
得
て
、
来
春
の
再
登
用
の
為
の

登
城
命
や
黒
住
教
の
顧
問
が
決
ま
る
な
ど

不
遇
な
元
義
に
漸
く
安
定
し
た
生
活
が
見

え
て
き
た
矢
先
、
路
上
に
て
脳
溢
血
で
倒

れ
、
凍
死
。
享
年
六
六
歳

恋
の
歌
も
多
く
、
徒
名
は
「
吾
妹
子
先

生
」
ま
た
は
、
父
と
同
様
、
中
風
を
患
い
、

夏
で
も
足
袋
を
履
い
て
い
た
こ
と
か
ら

「
片
足
袋
先
生
」
と
呼
ば
れ
た
と
い
う
。

古
学
者
の
所
以

岡
山
藩
士
だ
っ
た
平
賀
元
義
は
、
三
三

歳
の
時
、
脱
藩
。
岡
山
県
内
を
中
心
に
各

地
を
放
浪
し
な
が
ら
、
独
学
で
古
学
研
究

や
作
歌
に
打
ち
込
ん
だ
。
自
ら
を
古
学
者

と
位
置
づ
け
て
い
る
。
国
学
者
で
あ
り
、

万
葉
調
歌
人
で
あ
る
加
茂
真
淵
を
師
と
仰

ぎ
、
第
一
に
兵
学
、
続
い
て
、
神
道
、
歴

史
、地
理
誌
等
一
二
項
目
に
及
ぶ
と
語
り
、

歌
は
学
問
の
余
技
と
語
っ
て
い
る
。
現
に

備
前
続
風
土
記
考
や
吉
備
国
地
理
聞
書
等

を
著
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
一
八
歳
か

ら
歌
会
に
参
加
し
た
こ
と
か
ら
、
歌
の
才

能
も
あ
り
、
勉
励
も
し
た
と
窺
え
る
。

歌
は
苦
悩
が
昇
華
し
た
も
の

歌
は
苦
悩
の
魂
の
凝
縮
で
あ
る
。
母
の

愛
情
を
知
ら
ず
に
育
っ
た
生
い
立
ち
、
そ

し
て
離
婚
。
さ
ら
に
父
の
急
死
に
遭
う
。

「
上
山
は
山
風
寒
し
ち
ち
の
み
の
父
の
み

こ
と
の
足
冷
ゆ
ら
ん
か
」
と
嘆
き
、
弟
と

二
人
で
冷
水
を
浴
び
、
夜
通
し
荒
莚
に
起

座
拝
座
し
、
悔
ん
だ
と
い
う
。

母
へ
の
切
な
い
思
い
を
「
柞
葉
の
母
を

思
へ
ば
児
島
の
海
逢
崎
の
磯
浪
立
ち
騒

ぐ
」
と
詠
ん
で
い
る
。
大
崎
（
現
玉
野
市

八
浜
町
大
崎
）
で
の
歌
だ
が
、大
崎
を
「
逢

崎
」
と
読
み
替
え
、
母
に
会
い
た
く
て
も

会
え
な
い
悲
し
さ
を
立
ち
騒
ぐ
磯
の
波
に

重
ね
て
い
る
。

武
士
の
気
概
か

し
か
し
、
ど
の
歌
を
取
っ
て
も
お
お
ら

か
で
素
直
な
人
柄
が
明
確
に
伝
わ
る
。
例

え
ば
脱
藩
直
後
に
詠
ん
だ
「
大
穴
牟
遅
神

の
命
は
袋
負
ひ
お
祁
の
命
は
牛
飼
ひ
ま
し

き
」
と
い
う
歌
は
、
若
い
時
に
苦
難
し
た

後
、
栄
華
を
手
に
し
た
大
国
主
命
と
仁
賢

天
皇
の
故
事
に
ち
な
ん
だ
も
の
。脱
藩
し
、

自
由
に
な
っ
た
自
ら
を
こ
と
も
あ
ろ
う
に

神
や
天
皇
に
な
ぞ
ら
え
、
洋
々
た
る
前
途

を
思
い
描
い
て
い
る
。

「
天
地
の
神
に
祈
り
て
ま
す
ら
を
を
君

に
必
ず
令
生
ざ
ら
め
や
」
あ
な
た
に
元
気

な
男
の
子
を
生
ま
せ
た
い
と
す
る
直
接
的

表
現
で
言
い
切
る
と
こ
ろ
は
激
情
、純
粋
、

直
情
を
み
る
。武
士
の
気
概
で
あ
ろ
う
か
。

吉
備
津
彦
神
社
へ
の
逗
留

天
保
六
年
か
ら
吉
備
津
彦
神
社
で
の

一
〇
年
は
充
実
し
て
過
ご
し
た
。
葦
高
神

社
で
詠
ん
だ
「
我
郷
は
山
の
さ
か
り
に
見

え
な
く
に
春
の
霞
の
隠
し
た
る
か
も
」や
、

吉
備
津
彦
神
社
界
隈
を
謳
っ
た
「
吉
備
津

彦
神
の
社
の
も
み
ぢ
葉
は
弥
ま
す
ま
す
に

色
こ
く
な
り
ぬ
」
は
吉
備
津
彦
神
社
滞
在

時
の
充
実
ぶ
り
を
思
わ
せ
る
。

倉敷市玉島陶に平賀元義生誕之地碑建立
（2014.1.28）
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備前福岡史跡保存会は、昭和 44 年 4 月備
前福岡に関係のある史跡の保存を図り、それ
らを顕彰する目的で結成されました。現在の
会員数は 90 名で、会を運営しております。

中世、名刀、備前長船の刀鍛冶屋が並んだ
福岡はふいごを吹く丘に由来するといわれ
る。そこに大きな市が立ち、賑わった。

平成 5 年より平井医院の病院跡をお借り
し、備前福岡郷土館として、史跡に関する資
料や遺跡を展示しており、毎週日曜日 10 時
より 15 時まで開館しております。

平成 23 年からは国宝一遍上人絵伝の「福
岡の市」場面をデジタル画像にして展示して
おり、その精密さに驚愕すると同時に、鎌倉
時代、当時の生活様式が手に取るように分り、
改めて、新しい発見をすることが出来ます。

今年始まった NHK 大河ドラマ「軍師官兵
衛」の曽祖父黒田高政のお墓や祖父重隆の供
養塔が妙興寺に有る御蔭で、昨年より観光客
がうなぎ上りに増えております。

さらに、今年から古民家を再生し、黒田家
の礎の地にちなんだ各種資料を集め、展示し
ており、こちらの方も好評を博しております。

古民家仲崎邸は、築 100 年ですが、建築
主のこだわりが随所に見られ当時の最高の技
術で最高の材料をふんだんに使っており、備

高松城址保興会は明治 42 年、高松城址の
保存と宗治公の遺徳を偲び顕彰することを目
的に設立された。代々、会長は高松村長、高
松町長が務め、昭和 46 年高松町が岡山市に
編入合併以後は民間人が会長に、そして岡山
市長は名誉会長となり、今日に至っている。

会員は庄内学区約 3,200 戸全戸。役員は
高松地区の各種団体の長が務めている。

毎年 6 月、第１日曜日に宗治祭、7 月上旬
に蓮見会等を行っている。

これまでの経緯は
明治 42 年、高松城址保興会が設立される石

井山持宝院址より宗治公の首塚を発掘し高
松城址へ移す。

昭和 33 年、宗治公首塚再発掘、首瓶を復帰
昭和 57 年、公園を整備、資料館運営始まる。

宗治公 400 年忌大法要、歌碑が除幕される。
平成 15 年、築堤公園（蛙ヶ鼻）を整備。
平成 17 年、高松城址保興会に緑綬褒章。

毎年の宗治祭には、墓前において厳粛且つ
盛大に宗治公の遺徳を偲んでいる。
「浮世をば　今こそ渡れ　武士の　名を高松

の　苔に残して」は宗治公の辞世の句である。
老人会は、毎週土曜日、城址の清掃活動を

している。そして会員は、城址で観光案内を
買って出ている。NHK 大河ドラマの影響で
観光客が増えている昨今である。

岡山城と同格の国指定史跡となった今日、
備中高松城の復元が望まれる。

備前福岡史跡保存会
会長 　平原 順二（瀬戸内市議会議員）

団

体

紹

介

高松城址保興会
会長　横田 俊司（当会顧問）

前福岡の豊
かさや、素
晴らしさを
感じること
が 出 来 ま
す。

妙興寺の黒田
家墓所で目薬
の木を植樹す
る会員

（2013・11・29）

宗治祭四二九回忌法要
挨拶する横田会長 ( 写真右 )
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■
編
集
後
記
■　

今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
の
主
人
公
は
黒
田
官
兵
衛
。
そ
の
曽
祖
父
は
現

在
の
瀬
戸
内
市
長
船
町
福
岡
に
居
住
し
て
い
た
こ

と
か
ら
親
し
み
を
覚
え
る
。新
年
度
の
総
会
で「
軍

師
黒
田
官
兵
衛
」
と
題
し
て
黒
田
美
江
子
さ
ん
に

講
演
を
い
た
だ
く
。

会
員
、岡
將
男
氏
は
、邪
馬
台
国
は
吉
備
に
あ
っ

た
。
そ
し
て
大
和
に
移
っ
た
と
し
て
﹃
吉
備
邪
馬

台
国
東
遷
説
』
な
る
書
を
著
し
た
。
そ
の
想
い
に

つ
い
て
綴
っ
て
も
ら
っ
た
。

江
戸
末
期
の
万
葉
調
歌
人
、
平
賀
元
義
は
正
岡

子
規
に
よ
り
紹
介
さ
れ
、
全
国
に
知
ら
れ
た
。
俳

人
、
赤
木
ふ
み
を
氏
に
紹
介
い
た
だ
い
た
。

団
体
紹
介
は
黒
田
官
兵
衛
に
因
み
、
高
松
城
址

保
興
会
、
備
前
福
岡
史
跡
保
存
会
と
し
た
。（
楠
）

発
　
行　

岡
山
歴
史
研
究
会

会
　
長　

天
野
勝
昭

編
集
長　

楠 

敏
明

事
務
局　

〒
７
０
１

－

１
３
３
２

　

岡
山
市
北
区
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山
8
4
4
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山
本
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電 

話　

0
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http://b.okareki.net/

●
受
賞 

●
　
当
会
顧
問
で
総
社
市
教
育
委
員

会
前
委
員
長　

清
水
男
氏
（
六
一
歳
・
総
社
商
工

会
議
所
会
頭
）
は
、
地
方
教
育
行
政
功
労
者
と
し

て
、
十
月
に
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

会員の出版物紹介
（過去一年以内）

  
『吉備邪馬台国東遷説』

岡　将男著
吉備人出版　￥1,600+ 税

『いつまで出すのかおかやま
雑学ノート』第 10集
赤井克己著
吉備人出版　￥1,200+ 税

『吉備に邪馬台国－瀬戸内市
（旧邑久郡）の歴史』
岡崎春樹編

よ
る
安
全
祈
願
。
そ
し
て
、
記
念
の
写
真
撮
影
。

龍
王
山
め
ざ
し
て
出
発
。
天
柱
岩
・
八
大
龍
王
・

ダ
イ
ボ
ー
の
足
跡
・
八
畳
岩
・
中
山
茶
臼
山
古
墳

と
巡
り
、
眺
め
の
い
い
芝
生
で
昼
食
を
摂
る
。

午
後
は　

①
成
親
遺
跡
↓
福
田
海
・
鼻
ぐ
り
塚

↓
赤
木
格
堂
句
碑　

②
平
安
桜
↓
八
徳
寺
↓
吉
備

第
八
回

探
訪
会

吉
備
の
中
山
ウ
ォ
ー
ク

冬
日
和
の
一
月
十
八
日
（
土
）、
三
十
名
が
吉

備
の
中
山
を
守
る
会
の
案
内
で
吉
備
の
中
山
を
探

訪
し
た
。
ま
ず
、
吉
備
津
彦
神
社
の
守
分
宮
司
に

第
四
回
歴
研
サ
ロ
ン

十
一
月
二
六
日
開
催
し
、四
二
名
が
参
加
。「
今

な
ぜ　

山
田
方
谷
な
の
か

￤

備
中
の
聖
人
、
方
谷

の
思
想
と
そ
の
業
績
」
と
題
し
て
中
山
亘
氏
は
豊

富
な
資
料
で
約
二
時
間
話
さ
れ
た
。
参
加
者
か
ら

「
勉
強
に
な
っ
た
」「
も
っ
と
聞
き
た
い
」
等
の
声
。

第
五
回
歴
研
サ
ロ
ン

二
月
二
五
日
に
開
催
し
四
二
名
が
参
加
。
演
題

「
吉
備
真
備
と
カ
タ
カ
ナ
」
を
能
勢
初
枝
氏
が
約

歴
研
サ
ロ
ン一

時
間
講
演
し
た
。
又
、「
教
養
と
し
て
の
歴
史

　

こ
だ
わ
り
の
歴
史
意
識
」
と
題
し
能
勢
協
氏
が

約
一
時
間
講
演
。
終
了
後
、
カ
ル
チ
ャ
ー
ホ
テ
ル

で
講
師
二
人
を
交
え
夕
食
会
（
十
五
名
）
を
開
催

し
た
。

第
六
回
歴
研
サ
ロ
ン
（
先
着
六
十
名
）

開
催　

五
月
二
十
七
日
（
火
）
一
時
半
～

場
所　

ゆ
う
あ
い
セ
ン
タ
ー
二
階

講
師　

竹
本
弘
子
氏
（
徳
島
歴
研　

副
会
長
）

演
題  

「
戦
国
武
将
・
荒
木
村
重
と
そ
の
子
孫

た
ち
」

桜
↓
石
舟
古
墳

の
二
コ
ー
ス
に
分

れ
て
探
訪
し
た
。

「
吉
備
の
中
山
が

綺
麗
な
の
は
、
吉

備
の
中
山
を
守
る

会
の
お
陰
」
と
の

声
し
き
り
！

【
訂
正 

︼　
前
号
の
「
叙
勲
」
紹
介
で
芝
村
哲

三
氏
の
瑞
宝
双
光
章
は
間
違
い
で
、
旭
日
双
光
章

で
し
た
。
お
詫
び
し
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

ご
報
告

お
知
ら
せ

第九回探訪会
黒 田 官 兵 衛
ゆかりの地巡り

日時：6 月 6 日（金）
集合：岡山駅西口バスセンター
　　　7 時 45 分
参加費：6,500 円（バス代 /
昼食代 / 保険 / 入館 / ガイド料）
定員：50 名（先着入金順）
探訪地（姫路）
・黒田官兵衛大河ドラマ館
・姫路城内（3 グループで）

官兵衛の歴史館 / りの一渡櫓
十字の鬼瓦・石垣
西の丸 ( 千姫ゆかり )　

・灘菊 西蔵（1,620 円昼食）
・広峯神社
・黒田家廟所・御着城址
・国府山城址・黒田職隆廟所
・英賀神社 / 英賀城土塁跡
※　探訪場所の変更あり

お知らせ

第
六
回 

5
月
27
日

今
年
か
ら
企
画
委
員
会
主
催
で
誕
生
月
の
会
員

を
対
象
に
誕
生
茶
話
会
を
ブ
ッ
ク
サ
ロ
ン
龍
紅
堂

で
始
め
た
。
一
月
は
十
二
名
、
二
月
は
七
名
が
参

加
。
歴
史
研
究
会
ら
し
く
前
方
後
円
墳
型
テ
ー
ブ

ル
で
埴
輪
？
に
な
り
歴
史
談
議
に
華
を
さ
か
せ

た
。

毎
月　

誕
生
茶
話
会

吉備の中山ウォーク　吉備津彦神社で記念写真


